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は総園児数 86 名、保育士 14 名、全５クラスであった。特別な支援を必要とする園児数は
８名、内、診断を受けている園児が２名であった。内部コンサルタントとして、保育士歴
26 年、主任経験７年の主任保育士１名がその役割を果たした。Ｂ保育所は総園児数 123






  2014 年３月下旬～2015 年３月下旬 
（３）調査方法 
１）外部支援者による保育所内研修会の実施 

































支援会議 参加者 ３歳児ｸﾗｽ ４歳児ｸﾗｽ ５歳児ｸﾗｽ
第１回 外部支援者参加 5月26日 5月26日 5月26日
第２回 保育士のみ 7月25日 7月17日 7月17日
第３回 外部支援者参加 8月5日 8月5日 8月5日
第４回 保育士のみ 11月13日 11月4日 11月11日
※網かけは外部支援者参加回.
Ｔａｂｌｅ 1　　Ａ保育所における支援会議
支援会議 参加者 ３歳児ｸﾗｽ ４歳児ｸﾗｽ ５歳児ｸﾗｽ
第１回 保育士のみ 5月14日 5月14日 5月21日
第２回 外部支援者参加 5月27日 5月27日 5月27日
第３回 保育士のみ 7月25日 7月25日 7月30日
第４回 外部支援者参加 8月6日 8月6日 8月6日
第５回 保育士のみ 10月28日 10月29日 11月5日
第６回 保育士のみ 11月17日 11月17日 11月17日
※網かけは外部支援者参加回.
Ｔａｂｌｅ 2　　Ｂ保育所における支援会議










































②正答 86%（6/7） 8% 0%
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2013 年度は 42％だったのに対し、2014 度の発話率は 61％、59％となり上昇していた。Ｂ
保育所では 2013 年度の 65％に対し、2014 年度は 98％、57％であった。 
7月 11月 7月 11月
１．今回の支援会議は、以前の支援会議（内部参加者のみ）と比べ 解答者10名 解答者11名 解答者７名 解答者７名
　①話しやすかった 40% 36% 14% 29%
　②どちらかというと話しやすかった 50% 45% 43% 29%
　③変わらない 10% 9% 43% 43%
　④どちらかというと話しにくかった 0% 9% 0% 0%
　⑤話しにくかた 0% 0% 0% 0%
２．「話やすかった」「どちらかというと話しやすかった」理由は何ですか。
　　（複数選択）
解答者10名 解答者11名 解答者７名 解答者７名
　①自分自身が、話す内容・ポイントをはっきり理解していたから 10% 36% 14% 57%
　②内部コンサルタントが、話す内容・ポイントを明示していたから 10% 36% 14% 57%
　③ビデオの事実に基づいた話が展開されたから
　（ビデオ事実から大きく外れることがなかった） 10% 27% 14% 43%
　④自分が「支援の視点」について理解が進んできたから 20% 0% 29% 0%
　⑤支援会議参加者が「支援の視点」について共通理解できてきたから 0% 0% 0% 0%
　⑥支援の検討場面を限定して、話し合いを行えたから 20% 0% 29% 0%
　⑦司会者が、具体的な質問を提示し、参加者の発言を促してくれたから 10% 0% 14% 0%
　⑧その他 0% 0% 0% 0%




88% 91% 100% 100%
Ａ保育所 Ｂ保育所
Ｔａｂｌｅ 4　外部支援者介入後の支援会議に関する質問紙調査の結果



























2013.11 2014.11 2013.11 2014.11
自己効力感（平均） 17.0 17.4 18.4 18.4
コミュニケーション・行動（中央値） 30 28 31 29
















































援教育巡回相談の失敗事例の検討から－. 宝仙学園短期大学紀要（35）, 39-49. 
植木田潤・小林倫代・笹森洋樹（2009）学校コンサルテーションに関わる「校内の意識および行
動アセスメント(試案)」の作成.  国立特別支援教育総合研究所教育相談年報 30, 13-22.  
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保育所の主体的な問題解決力を高める 









































  ○｢子どもの自立的､主体的な活動を促す｣ 


































   「支援の視点」の解説を行いつつ、理解を深める 
「ﾁｪｯｸ項目(具体的な支援)」を見出す練習を進める 





   支援会議経験保育士が会議に参加し、具体的な案を示す 
 
チャレンジングコンサルテーション ステップ３ 
